
〈
水
路
〉

農
業
用
用
排
水
路
の
維
持
と
整
備
の

た
め
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
効
果
的
な
整
備
を
図
り
ま
す
。

⑤
道
路

市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
や
活
力

あ
る
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
主
要

幹
線
道
路
と
幹
線
道
路
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

⑥
宅
地

〈
住
宅
地
〉

道
路
や
公
園
な
ど
の
生
活
関
連
施
設

の
確
保
と
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
良
好

な
街
並
み
形
成
と
環
境
づ
く
り
を
促
進

し
、
良
好
な
美
し
い
住
宅
地
の
形
成
を

進
め
ま
す
。

〈
工
業
用
地
〉

地
域
産
業
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
雇

用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
優
良
企
業

の
誘
致
と
住
居
系
用
途
地
域
内
の
既
存

工
場
の
集
団
化
な
ど
に
必
要
な
用
地
を

計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

周
辺
の
自
然
環
境
や
生
活
環
境
に
配

慮
し
な
が
ら
、
産
業
構
造
の
変
化
な
ど

に
対
応
し
た
工
業
用
地
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

〈
そ
の
他
の
宅
地
〉

事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
商
業
・
業
務
施

設
用
地
は
、
交
通
体
系
の
整
備
、
既
成
市

街
地
の
再
整
備
や
周
辺
の
土
地
利
用
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
や
商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
の
た
め
の

用
地
を
計
画
的
に
確
保
し
ま
す
。

⑦
そ
の
他

文
教
・
厚
生
施
設
や
公
園
・
緑
地
な
ど

の
公
共
・
公
益
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
は
、
市
民
の
交
流

と
健
康
な
人
づ
く
り
を
支
え
る
施
設
と

し
て
、
計
画
的
に
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
な
ど
の
低
未
利
用
地
は
、

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
有
効
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

治
水
対
策
と
し
て
の
遊
水
池
の
設
置

は
、
総
合
的
な
治
水
計
画
に
基
づ
き
計

画
的
に
整
備
し
ま
す
。

浅
羽
海
岸
は
、
広
域
連
携
の
も
と
で

官
民
協
力
し
て
美
し
い
海
浜
景
観
を
保

全
し
ま
す
。

①
〜
⑦
の
土
地
利
用
区
分
の
ほ
か
に
、

市
域
内
に
次
の
ア
〜
ス
に
挙
げ
た
13
ゾ

ー
ン
を
設
定
し
ま
す
。
安
全
で
快
適
な

生
活
環
境
の
確
保
と
市
域
全
体
の
魅
力

あ
る
環
境
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
ま
す
。

ア
い
き
い
き
農
業
・
農
村
ゾ
ー
ン

弁
財
天
川
や
太
田
川
、
敷
地
川
沿
い

な
ど
の
水
田
地
帯
、
笠
原
、
袋
井
南
、

山
名
、
袋
井
東
、
浅
羽
北
地
区
の
一

団
の
農
用
地
及
び
集
落
地

イ
に
ぎ
わ
い
新
都
心
交
流
ゾ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
袋
井
駅
周
辺
か
ら
国
道
１
号
に

か
け
て
の
一
帯

ウ
東
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
愛
野
駅
周
辺
一
帯

エ
北
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

上
山
梨
地
区
一
帯

オ
南
部
に
ぎ
わ
い
交
流
ゾ
ー
ン

市
役
所
浅
羽
支
所
周
辺
地
区
一
帯

カ
産
業
活
力
集
積
ゾ
ー
ン

東
名
高
速
道
路
袋
井
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
森
町
袋
井
イ
ン
タ
ー
通

り
線
を
軸
と
す
る
一
帯

キ
産
業
活
力
創
出
ゾ
ー
ン

小
笠
山
山
麓
の
県
道
磐
田
掛
川
線
な

ど
の
沿
線

ク
地
域
活
力
創
造
の
丘
ゾ
ー
ン

三
川
地
区
西
部
の
磐
田
原
台
地
及
び

山
名
地
区
北
部
の
丘
陵
地

ケ
地
域
活
力
創
造
の
里
ゾ
ー
ン

浅
羽
海
岸
沿
い
の
国
道
１
５
０
号
バ

イ
パ
ス
南
側
一
帯

コ
健
康
・
生
涯
学
習
の
丘
ゾ
ー
ン

小
笠
山
総
合
運
動
公
園
や
愛
野
公

園
、
静
岡
理
工
科
大
学
や
法
多
山
尊

永
寺
な
ど
が
立
地
す
る
一
帯

サ
健
康
・
や
す
ら
ぎ
の
丘
ゾ
ー
ン

東
地
区
北
部
の
丘
陵
地
一
帯

シ
小
笠
山
丘
陵
地
ゾ
ー
ン

小
笠
山
の
山
頂
か
ら
中
腹
に
か
け
て

の
一
帯

ス
海
岸
ゾ
ー
ン

浅
羽
海
岸
一
帯
の
自
然
海
岸

土
地
利
用
の
実
態
把
握
と
適
正
な
利

用
を
図
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
土
地

に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
適
切
に

整
理
し
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、

計
画
と
実
態
と
の
評
価
を
行
い
な
が
ら

本
計
画
の
管
理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

土
地
は
、
次
の
①
〜
⑦
の
利
用
区
分

に
設
定
し
ま
す
。
各
区
分
別
の
基
本
方

向
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
用
地

水
稲
や
茶
な
ど
の
土
地
利
用
型
農
業

や
温
室
メ
ロ
ン
な
ど
の
施
設
利
用
型
農

業
な
ど
、
本
市
の
特
徴
あ
る
農
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
生
産
基
盤
の
整
備
を

推
進
し
、
優
良
農
用
地
を
確
保
し
ま
す
。

②
森
林

水
源
か
ん
養
機
能
や
土
砂
の
流
出
・

崩
壊
防
止
、
環
境
保
全
な
ど
の
公
益
的

機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
森
林

資
源
の
保
全
と
治
山
・
治
水
事
業
を
推

進
し
、
小
笠
山
丘
陵
な
ど
の
優
れ
た
自

然
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

③
原
野

周
辺
の
土
地
利
用
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
、
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

④
水
面
・
河
川
・
水
路

〈
水
面
〉

農
業
用
た
め
池
と
し
て
の
利
水
機
能

と
調
整
池
と
し
て
の
機
能
を
保
全
、
維

持
し
ま
す
。

〈
河
川
〉

水
辺
環
境
の
保
全
と
洪
水
な
ど
の
水

害
防
止
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
河
川

の
改
修
・
維
持
な
ど
の
用
地
を
確
保
し

ま
す
。

水
辺
動
植
物
の
生
態
系
や
良
好
な
景

観
の
保
全
、
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
親
水

性
に
配
慮
し
た
良
好
な
水
辺
空
間
の
創

出
に
努
め
ま
す
。

利
用
区
分
別
の

土
地
利
用
の
基
本
方
向

ゾ
ー
ン
区
分
別
の

整
備
施
策
の
方
向

今
後
の
計
画
の
管
理
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◎ 市の国土利用計画を策定しました特集

【土地利用構想図（参考）】


